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ひらかたエコフォーラム 2007 を開催 

地域と共に持続的な環境保全活動を進め

ることを目的に、「ひらかたエコフォーラム

2007」を 2 月 3 日（土）、メセナひらかた会

館で開催しました。「ひらかたエコフォーラ

ム」は、環境問題に対する市民のさらなる意識

を喚起するため、例年 11 月に開催されていた

「ひらかたエコフェア」を発展的に改め再ス

タートしたものです。午前の部は、地域や学

校園の環境表彰とその取組み紹介、午後の部

は、基調講演やパネルＤＣ等、またＮＰＯや

企業によるブース展示を行いました。午前、

午後ともに 100 名以上の参加者を得て、盛況

に開催されました。（2，3ページに関連記事）



 
 
 
 
 
 
 
 

地域や学校園での環境保全の取組みを表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区コミュニティの方など約 110 名が参加 

 

 

 

 

 

午後の部は、谷﨑理事長および市長の挨拶の

後、「地域環境保全へのコミュニティの役割」

をテーマとして京都大学地球環境大学院教授

植田和弘氏の基調講演を行いました。また、「校

区コミュニティにおける環境保全活動」のテー

マで、福井市市民生活部市民協働推進課の重永

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞恵氏、大阪大学大学院工学研究科助教授の松

村暢彦氏、枚方第二校区コミュニティ協議会の

田中晃氏の 3名をパネリストに、ＮＰＯ法人地

域デザイン研究会理事長 平峯悠氏をコーディ

ネーターにお迎えし、パネルディスカッション

を行いました。最後に、ひらかた環境ネットワ

ーク会議の活動状況を紹介し、閉会しました。

コミュニティ間の連携の必要性について理解

を深めた一日となりました。 

参加者アンケートの声 

今回が第 1回となる「ひらかたエコフォーラ

ム」は、新しい試みにもかかわらず多くの方に

ご参加いただき、無事終えることが出来まし

た。参加者は、校区コミュニティ協議会と環境

団体所属の方が全体の約 4 分の 3 を占め、「環

境ＮＰＯとまちづくりの関係がよくわかっ

た」、「コミュニティに注目するひらかた環境ネ

ットワーク会議の取組みは興味深い、来年はこ

のフォーラムをもっと充実させてほしい」とい

ったご意見をいただきました。 
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【地域環境表彰】 
尊延寺の自然を守る会 枚方星垂の会 
枚方いきもの調査会 小倉昆布食品㈱ 
天の川を清流にする会 自然ニコニコクラブ 
くらしのリーダー 

自主研究実行委員会 グローバルサポーター

 

NPO 法人森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

竹取物語の会 鶴谷友道氏 

【学校園環境表彰】 
≪優秀賞≫ ≪奨励賞≫ 

樟葉幼稚園 田口山幼稚園 

山之上小学校 枚方第二小学校 
楠葉南小学校 平野小学校 
中宮中学校 第四中学校 

 

樟葉西中学校 招提中学校 

【感謝状】 上島祥男氏 



環境保全活動に理解

と協力を 

市民活動団体、企業

等による環境ブース

展示では、それぞれの

団体がパネルや写真、

制作した作品を展示

するなどして、各々の活動や取組みについて理

解と協力を呼びかけるとともに、来場者の環境

保全意識の喚起に努めました。来場者からは、

 
 
 
 
 
 
 
 

「一人ひとりが環境問題を真剣に捉え、実行に

移すことが最重要」という声。今後もエコフォ

ーラムが、来場者と参加団体が想いを共有し、信

頼関係を深めていけるような場として発展して

いけるよう、努力していきたいと思います。 

【第 2期ひらかた自然エネルギー学校（RESH）】

最終講座（第 7回）を開催。 第 2 期を終了

しました。第 2期の受講生は少人数ながら熱心

な方が多く、12 人が修了証を手にしました。

修了生は自然エネルギーへの理解、想いが深ま

り、今後自らの生活環境の改善さらには地球温

暖化防止につながる自然エネルギー普及への

地域活動の核となって大いに活躍していただ

けるものと思います。 

 

【平成 18 年度ひらかた環境くらわんか塾】

最終回を開催。全 8 回の講座を閉講しまし

た。今年度は 12 名の「環境教育サポーター」

を認定することが出来ました。今後、枚方市の

学校版環境マネジメントシステム（Ｓ-ＥＭＳ）

の審査員として活動していただくだけでなく、

様々な環境教育へのサポーターとして、活躍さ

れることが期待されています。 
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№06999

環境教育サポーター認定証

●●　●●
発行日　2007/02/03

ＮＰＯ法人ひらかた環境ネットワーク会議

同 時 開 催

ネットワーク会議主催の各講座 最終講座を終了
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エコ･スマイルひらかた 
「生ごみの堆肥化・ごみ減量」

尊延寺の自然を守る会 
「里山保全・梟の保護活動」

大阪ガス㈱ 
「エコ製品紹介」 
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参 加 団 体 
天の川を清流にする会 御殿山竹遊会 

NPO 法人エコ・スマイル

ひらかた 

NPO 法人エコ手づくり

の会楽楽ひろば 

尊延寺の自然を守る会 自然環境センター 

全国労働者共済生活協

同組合連合会（全労済） 

NPO 法人森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

竹取物語の会 

大阪ガス㈱ 関西電力㈱ 

京セラミタ㈱ ＜計 11 団体＞



ごみ・エネルギー部会 

 

★ひらかた自然ｴﾈﾙｷﾞｰ学校(RESH)2006 運営 WG：第 2期ひらかた自然エネルギー学校は、2/3(土)もっ

て無事終了しました。ご協賛をいただいた諸団体、講師の先生方、運営スタッフの皆様ありがとう

ございました。また、第 2期修了生から新たな運営スタッフが加わり、早速、平成 19 年度第 3期

RESH の準備がスタートしました。9月開講、受講生（30 名）募集開始は 6月頃を予定しています。

★生ごみ資源化 WG：地産地消プロジェクトの中で「生ごみの堆肥化」を担当しています。焼却ごみ

の減量化にもつながり、自然農法に供する堆肥の一つとして、生ごみの堆肥化を関係先と協議、検

討しています。 

★雨水モニターWG：大阪府事業「おおさかレインボウぷろじぇくと！」の中 

での雨水モニター活動は平成 18 年度で終了しましたが、本年度も引き続 

いて市内での雨水利用の啓蒙、普及活動をしていきます。雨水タンク設備 

の設置や雨水利用についてのお問合せは、事務局経由当 WG へお寄せ下さい｡ 

（写真は本年 2月、当 WG がノウハウを提供・斡旋し、市内長尾台の民家に 

設置された第 1号雨水タンクです） 

自然環境部会 

 

「きらりひらかた市民会議」への参加呼びかけが昨年 10 月、市の広報誌やＨＰでなされまし

た。ご存知でしたか？「それってなに？」って思われた方、一度広報誌を引っ張り出してみるか、

ＨＰをのぞいてみてください。さてその「きらりひらかた市民会議」ですが、私たち自然環境

部会でも、まちづくり部会と合同で参加しています。ひらかた環境

施策の推進のためにどうしていけばいいのか、どんな取り組みが必

要なのか等、頭を寄せ合って考えています。皆さんもいっしょに考

えてみて下さい。そして、知恵と力をお貸し下さい。 

まちづくりプランへの参画機会 活かせてる？ 

公共交通部会 

 

★レンタサイクル：市営牧野東自転車駐車場で行っているレンタサイクル実験は、自転車にとっ

て不利だと思われていた冬の間も登録利用者数が伸び、順調に進んでいます。平成 19 年度は、

他所での展開を見据えて課題整理をしつつ、付加価値の高いノーパンクタイヤのレンタサイク

ルを揃えていきます。 

★くずは・男山バスタウンマップ：くずは・男山バスタウンマップ第 4弾「ぶらりバスの旅－春・

夏編」が完成しました。この中の初夏のモデルコースを使い、バスを身近なものにし、公共交

通の利用促進を図ると共にまちの再発見を促すことを目的として、6 月 3 日（日）「バス！の

ってスタンプラリー ぶらぶら山田池の旅」を行います。このイベントでは、普段見ることが

できない日置天神社の 8台のだんじりを見学したり、山田池公園で自然観察や工作、環境教育

を体験していただきます。 

バスタウンマップ第 4弾「ぶらりバスの旅－春･夏編」完成

第2期 自然エネルギー学校終了 第3期へ向けて始動！ 
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